
【プロフィール】1968 年 2 月生まれ。鳥取大学教育学部卒。鳥取市
西品治在住。2007 年より鳥取県議会議員。「一度きりしかない人生
が大切にされる政治にしたい」と立候補。

【ごあいさつ】

4 月の県議選で、4 期目を迎えさせて頂きま

した。共産党県議団は、米子選挙区の錦織陽

子さんの議席を失い、「２人以上」の会派要

件を満たせなくなったため「無所属」となり

ますが、皆さんと力を合わせ、願いを運動に

して実現すること、また県政のチェックの役

割をしっかり果たせるよう頑張ります。

市谷議員は、今の運営議会には以下の問題点があると考えています。

① 1 人議員は会派を名乗れず無所属になる（2 人以上でないと会派を

構成出来ず、名乗れない）

② 議員控室の入り口に「無所属議員控室」の表示のみで議員名がが

書かれておらず、県民に分かりにくい。

③ 一般質問の発言に 5 回の回数制限があり、また項目ごとに質問と

答弁がなされず、分かりにくい。

④ 議会運営委員会に無所属議員、少数会派が所属出来ない。

⑤ 一般質問が答弁も含めた 75 分制になっており、答弁が長くなると

議員の質問時間（25 分）が削られる。かつてはあった、独立した

議案の質疑時間が無い。

そこで、市谷議員は、議長選挙を議会改革の契機ととらえ、全

議員に改革の申し入れを送付。更に、他の無所属議員（福浜議員、

由田議員、山川議員）と話し合い、①、②、③の問題について、

議長に立候補表明していた議員に、改革を申し入れしました。

新議会となって

議長選挙で、市谷議員は、申し入れた内容で議会改革を表明し

た会派「民主」の興治英夫議員に投票しました。

提案内容は、その後の議会改革推進会議でも議論されています。

引き続き、県民の代弁者して、議員一人ひとりの発言

機会が保障され、わかりやすい議会となるよう力を尽くします。

議長選にあたって　「議会改革を提案」

議会の構成

鳥取県議会は、定数 人です。県民の代表として、県の予算や
決算を審議しています。

所属議員が定数の１２分の１以上の会派を交渉会派といい、
代表質問を行う事ができます。それ以外の議員は一般質問を行い
ます。

議会には、「総務教育」「福祉生活病院」「農林水産商工」
「地域づくり県土警察」の つの常任委員会があり、全ての議員
がいずれか１つの委員会に所属して、専門的議論を行います。

市谷議員は、福祉生活病院常任委員会に所属しています。また、
それ以外に、決算審査特別委員会、議会改革推進会議にも所属し
ています。

年 月・ 月号

産廃問題｢住民の声を聞くべき」6月議会市谷議員一般質問



「消防一元化は中止を！」
市谷県議は、「これ以上の消防広域化は現場が回らなくな

る。消防一元化の中止を」求め、危機管理局長は、「消防の広
域化や一元化を進めるものではない」と答えました。
「保育園の給食費は無料に！」「保育士処遇改善を！」

月実施の国保育料無料制度は、給食は有料。市谷県議は
「従来の県保育料無料制度は給食無料。引き続き無料に」と
要望。また、県は保育士不足から無資格者配置を 年延長す
る予定ですが、現場では無資格者が 人にも増加。
市谷県議は、「保育士不足は処遇の悪さが原因。
４・５歳児の配置基準の改善を」と要望。子育
て王国推進局長は市町村との協議を約束しました。
「指定管理施設でのセクハラ禁止を！」

県立施設で指定管理者職員がセクハラ問題を起こし、市谷
県議は、「管理者指定時、セクハラ禁止規定を」と求め、行財
政改革局長は「検討を進めている」と答弁しました。
「防波堤での釣りを可能に！」

県が防波堤での釣りを禁止していますが、国交省が安全対
策ガイドラインを作り、釣りを認めています。市谷県議が、
ガイドラインに基づいた対応を要望。県土整備部長は「要望
があればガイドラインに基づいて対応する」と答弁しました。
「ダンプ運転手の賃金改善を！」

市谷県議は公共事業のダンプ運転手の単価の調査と改善を
要望。県土整備部長は、「適切な賃金を要請する」旨答弁する
にとどめました。

市谷議員 月議会質問の続き

編集後記
これまで「議会だより」が発行できずにいましたが、選挙中に、県政のことや議会のことがわからないという

ご指摘をいただきました。今回、編集委員会をつくり、若い方にも参加いただき作成することができました。
ご意見、ご要望をお寄せください。よろしくお願いします。

一般会計補正予算と２議案に賛成 種子条例が成立
市谷県議は、 議案中 議案に賛成、２議案に反対しました。

一般会計補正予算は、減災・防災計画や通学路の安全対策、切

実な地域交通や若者地元就職対策が盛り込まれており、賛成し

ました。「産業成長応援条例」は、かねてから市谷議員が要望し

てきた小規模事業者支援が充実し、「種子条例」は国が種子法を

廃止したもとでコメなどの主食を守るために市谷議員が議会で

提案してきたことであり、賛成しました。しかし、「県立美術館

設置条例」は、約 億円かけて建設・運営を民間会社に委託

するＰＦＩ方式を導入し、県内企業の参入が難しく、文化振興

より収益優先になる危険性があり、反対しました。また、消費

税増税を見込んでの県手数料の引き上げにも、反対しました。

６月定例会 議決結果
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月からの消費税 ％への引上げ中止 × ○ × ○ × × ○

ハンセン病元患者家族に対する救済 △ △ △ ○ △ ○ ○

教員定数増と国庫負担を２分の１に復元 × ○ × ○ ○ × ×

女性差別撤廃条例選択議定書の批准 × ○ × ○ × ○ ○

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准 △ △ △ ○ △ △ △

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充 × ○ × ○ × × ○

精神障がい者の交通費割引制度の適用 △ △ △ ○ △ ○ ○

公契約条例制定で適正賃金・労働条件を × ○ × ○ × ○ ○

補正予算 産業成長育成条例 種子条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県立美術館ＰＦＴ導入 県手数料等引上げ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

※ 意見書の採択に賛成 ○ 趣旨採択 △ 反対 ×

主な議案と陳情の態度
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10月からの増税中止を
共産・民主・無所属連帯し議員提案！

空中給油機配備問題
防衛局、議会に説明

「日米FTA中止し、農家を守れ！」（6月議会）


